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※デザイン仕様を一部変更している場合があります。
　ご了承ください。

この度はSS-100をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
なお、この取扱説明書には保証書がついています。お読みになられたあとも、大切に保管してください。



ピンなど鋭いものを本体に入れないでください。

ヒーターは医療用途に使用しないでください。
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お腹や胸、頭部やのどには使用しないでください。

もみ玉面に勢いよく体をあてないでください。
事故やけがのおそれがあります。

マッサージ器の上に寝た状態で使用しないでく
ださい。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれがあり
ます。

使用しても効果が現れない場合は医師または専
門家に相談してください。
事故や健康を害すおそれがあります。

保管の際は、ヒーター部の上に物を置かないでく
ださい。
故障や事故の原因になります。

使用前に、マッサージ部の縫製破れがないか
を確認してください。

停電のときはすぐに電源を切ってください。
感電・ショート・火災の原因になります。



商品は、定期的に点検してください。
事故やけがの原因になります。

初めてご使用の際は、弱の設定からご使用くだ
さい。
事故やけがのおそれがあります。

電源は交流100V専用コンセントを使用してくだ
さい
火災やケガの原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必
ず先端のACアダプターを持って引き抜いてくだ
さい。
感電・ショート・発火の原因になります。

使用時以外はACアダプターをコンセントから抜
いてください。
絶縁劣化による感電・漏電・火災の原因になります。

本体に強い衝撃や荷重をあたえないでください。
故障や事故の原因になります。

ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みのうえ、
正しくご使用ください。

故障した場合には、勝手に修理などせず、ご購入
先または、当社のお客様相談窓口に連絡してくだ
さい。
事故やけがの原因になります。

浴室など湿気の多い場所では使用しないでください。
また、水などの液体がかからないようにしてください。
感電や故障の原因になります。
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本　体　
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ACアダプター

背パッド

固定用ベルト

リモコン

リモコンポケット

座面
（振動モーター内蔵）

マッサージ部

背パッド

もみ玉（ヒーター内蔵）



梱包内容（※梱包内容をご確認ください。）

リモコン
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動作の入／切を行います

振動の入／切を行います
バイブボタン

背筋伸ばしの入／切を行います
背筋伸ばしボタン

ヒーターの入を行います
ヒーター入ボタン

ヒーターの切を行います
ヒーター切ボタン

もみの入／切を行います
もみボタン

背筋伸ばし幅の調節を行います
幅調節ボタン

タイマー時間を表示します
タイマー表示

タイマー時間を選択します
タイマーボタン

背中と腰の範囲を移動します
全身ボタン

背中の範囲を移動します
背中ボタン

腰の範囲を移動します
腰ボタン

もみ玉がその位置で止まります
定位ボタン

振動の強さを強にします
バイブ強ボタン

もみ玉が下へ移動します
下ボタン

もみ玉が上へ移動します
上ボタン

電源ボタン

振動の強さを弱にします
バイブ弱ボタン

振動の強さを中にします
バイブ中ボタン

本体 ACアダプター



ご使用前の準備

注意

使用前の注意事項

●ご使用前のご注意

注意

• 使用前にマッサージ部の縫製破れが
ないか確認してください。破れてい
る場合は使用しないでください。
• 使用前にリモコンの操作ボタンや
タイマーが正常に動作するか､確認
して使用してください。
• しばらく使用しなかった場合、もう
一度取扱説明書をよく読み、機器が
正常にまた、安全に動作することを
確認してから使用してください。

●使用する際は、本体を椅子やソファなどの安定した場所に置いてください。
※椅子やソファなどに傷が付く恐れがある場合は、必ず本機との間に、傷
防止用に敷物を敷いて使用してください。

●椅子で使用する際は、固定用ベルトを椅子の
背もたれに固定して使用してください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●キャスター付の椅子や回転椅子では使用しな
いでください。
※本機が倒れて事故やけがのおそれがあります。

●背パッドは、マッサージを使用しない場合や、
マッサージが強すぎると感じる場合に使用し
てください。

• 本体を寝かせて、マッサージ器の上に
寝た状態で使用しないでください。
負荷がかかりすぎ、事故やけがのおそれが
あります。
• 初めてご使用の際は、背パッドを使用し、
バイブは弱の設定からご使用ください。
事故やけがのおそれがあります。
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固定用
ベルト

縫製破れがないか
確認してください。

マッサージ部

背パッド



電源ボタンを押す

使いかた

※奥までしっかり確実に差し込んでください。

ACアダプタープラグと本体の
コネクターを確実につなぎ、
ACアダプターをコンセントに
差し込む

電源が入り、もみ動作しながら上下移動します。
（タイマー15分、ヒーター無し、振動無し）
もう一度押すと電源が切れ、もみ玉がスタート
位置に戻り、動作が停止します。
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もみボタンを押す
動作中にもみボタンを押すともみ玉が逆回転し、
交互もみに変わります。さらにもう一度押すと
もみ玉が正回転に戻ります。
押すたびに回転方向と揉み方が変わります。

3

背筋伸ばしボタンを押す
動作中に背筋伸ばしボタンを押すともみ玉の回転
が停止したまま、上下移動を行います。

幅調節ボタンを押す
背筋伸ばし動作中に幅調節ボタンを押すともみ玉
が回転して角度が変わるため、背筋伸ばし感を
変えることができます。
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タイマーボタンを押す
動作中にタイマーボタンを押すと押すたびに、
タイマー時間が切り替わります。
（動作中のタイマー時間のランプが点灯します。）
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15分 10分20分

逆回転逆回転正回転
交互もみ左右対称もみ

ACアダプタープラグ

本体のコネクター



全身

背中

腰
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全身ボタンを押す6
動作中に全身ボタンを押すともみ玉が全身を
上下移動します。さらにもう一度押すともみ
動作中はもみ玉がその場でとどまり、もみ
動作を行います。また、背筋伸ばし中は動作が
止まります。

背中ボタンを押す
動作中に背中ボタンを押すともみ玉が背中部
分を上下移動します。さらにもう一度押すと
もみ動作中はもみ玉がその場でとどまり、
もみ動作を行います。また、背筋伸ばし中は
動作が止まります。

腰ボタンを押す
動作中に腰ボタンを押すともみ玉が腰部分を
上下移動します。さらにもう一度押すともみ
動作中はもみ玉がその場でとどまり、もみ
動作を行います。また、背筋伸ばし中は動作が
止まります。

バイブボタンを押す8
バイブボタンを押すと座面が振動します。
押すたびに「バイブ」と「停止」が切替ります。
強さは、強・中・弱ボタンで切り替わります。

▲・■・▼ボタンを押す7
動作中に■ボタンを押すともみ玉がその場で
止まったままもみ動作を行います。（定位）
定位から▲ボタンを押し続けるともみ玉は
もみ動作を行いながら上へ移動します。
定位から▼ボタンを押し続けるともみ玉は
もみ動作を行いながら下へ移動します。

ヒーター入・切ボタンを押す9
もみ玉動作中に入ボタンを押すともみ玉のヒー
ターが入り、もみ玉のランプが赤く光ります。
切ボタンを押すともみ玉のヒーターが切れ、
ランプが消えます。
ヒーターが入っているときはもみ玉のランプが
光ります。
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保管について

お手入れ

故障かなと思ったら

しばらく本体を休ませて（1時間程度）から再度動作を確認してください。

マッサージ動作を始めてから、設定した時間（約10・15・20分）経過するとタイマー機能が
はたらき、自動的に運転が停止します。故障ではありません。
動作ボタンを押すと運転を再開します。

本　体

背パッド
●背パッドはファスナーを開き、取り外して洗濯
できます。背パッドに縫い付けてある洗濯絵
表示に従って洗濯してください。
※洗濯後は十分に乾燥させてからお使いください。

背パッド

本体 ファスナー

ACアダプターが本体のコネクターから抜けていませんか。
ACアダプターが本体のコネクターにしっかり差し込まれているかご確認ください。

修理に出す前にもう一度点検してください。それでも正常に動作しないときはご購
入先または当社のお客様相談窓口に修理を依頼してください。絶対に分解したり、
修理改造はしないでください。異常動作をしてけがや事故のおそれがあります。
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シートマッサージャー

シートマッサージャー SS-100
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